
(単位:百万円)

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流  動  資  産 18,836 流  動  負  債 15,170 

現 金 及 び 預 金 3,165 電 子 記 録 債 務 947 

受 取 手 形 42 買 掛 金 3,274 

売 掛 金 6,194 
1 年 内 返 済 予 定 の
関 係 会 社 長 期 借 入 金 3,000 

商 品 4,355 未 払 金 3,645 

貯 蔵 品 3,113 未 払 費 用 1,193 

前 払 費 用 377 未 払 法 人 税 等 733 

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 1,402 契 約 負 債 534 

そ の 他 183 預 り 金 116 

前 受 収 益 7 

賞 与 引 当 金 1,142 

役 員 賞 与 引 当 金 19 

株 式 報 酬 引 当 金 1 

株 式 給 付 引 当 金 51 

資 産 除 去 債 務 36 

そ の 他 465 

固  定  資  産 22,702 固  定  負  債 2,145 

有 形 固 定 資 産 12,496 預 り 保 証 金 51 

ｱ ﾐ ｭ ｰ ｽ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ 施 設 ・ 機 器 12,328 資 産 除 去 債 務 2,094 

建 設 仮 勘 定 162 

そ の 他 5 

17,315 

無 形 固 定 資 産 373 

ソ フ ト ウ ェ ア 373 24,222 

資 本 金 100 

投資その他の資産 9,833 資 本 剰 余 金 19,617 

差 入 保 証 金 7,577 資 本 準 備 金 25 

長 期 前 払 費 用 94 その他資本剰余金 19,592 

前 払 年 金 費 用 510 利 益 剰 余 金 4,505 

繰 延 税 金 資 産 1,613 その他利益剰余金 4,505 

そ の 他 37 別 途 積 立 金 10,000 

繰越利益剰余金 △ 5,494 

24,222 

41,538 41,538 

貸 借 対 照 表
（ ２０２６年　３月３１日現在 ）

(資産の部) (負債の部)

資 産 合 計 負債及び純資産合計

純 資 産 合 計

株  主  資  本

 (純資産の部)

負 債 合 計

1



97,549

81,658

15,890

11,328

4,562

167
17
41 225

51
25 77

4,710

121 121

151 151

4,680

919
863 1,782

2,897

売 上 総 利 益

営 業 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

そ の 他

販売費及び一般管理費

受 取 利 息 及 び 配 当 金

当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額

損 益 計 算 書

(単位：百万円)

支 払 利 息
営 業 外 費 用

営 業 外 収 益

経 常 利 益

金　　額

工 事 負 担 金 等 受 入 額

そ の 他

２０２５年　４月　１日 から

２０２６年　３月３１日 まで

減 損 損 失

抱き合わせ株式消滅差益

特 別 損 失

科　　目

特 別 利 益

売 上 高

売 上 原 価

（ )
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個別注記表 

 

記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 

重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１.資産の評価基準及び評価方法 

(1)棚卸資産 

主として移動平均法による原価法 

（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

  

２.固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・定率法 

ただし、1998年4月以降に取得したアミューズメント施設・機器及び建物の一部につ

いては、定額法によっております。 

主な耐用年数 アミューズメント施設・機器・・・3～15年 

 

(2)無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法 

       自社利用のソフトウェア・・・・・・・・・・・・5 年         

 

(3)長期前払費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法 

 

３.引当金の計上基準 

(1)賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上してお

ります。 

     

(2)役員賞与引当金 

       役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しており

ます。 

 

(3)株式報酬引当金 

取締役に対する業績条件付株式報酬の支給に備えるため、当事業年度末における見

込額に基づき計上しております。 

 

(4)株式給付引当金 

     従業員への当社グループ株式の給付に備えるため、当事業年度における発生見込額 

に基づき計上しております。 
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        (5)退職給付引当金（前払年金費用） 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産 

の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上してお 

ります。 

なお、当事業年度末における年金資産の見込額が退職給付債務の見込額を超過して 

いる場合は、前払年金費用として貸借対照表に計上しております。 

 

数理計算上の差異については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間による按分 

額をそれぞれ発生の翌事業年度より費用処理することとしております。 

また、過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一 

定の年数（10 年）による按分額を費用処理することとしております。 

  

４.収益及び費用の計上基準 

       当社が運営するアミューズメント施設における収益は、主に顧客がアミューズメン 

      ト施設・機器をプレーするためのプレー料金であり、顧客がプレーした時点で履行義 

務を充足したと判断し、一時点で収益を認識しております。 

また、バンダイナムコグループ各社が展開する商品、当社オリジナル商品を販売す 

ることによる収益は、顧客に商品を引き渡した時点で履行義務を充足したと判断し、 

一時点で収益を認識しております。 

 

貸借対照表に関する注記 

１.有形固定資産の減価償却累計額 40,046百万円 

 

２.関係会社に対する金銭債権債務(区分表示したものを除く) 

金銭債権 13百万円 

金銭債務 1,533百万円 

 

税効果会計に関する注記  

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産の発生の主な原因は、減価償却超過額、繰越欠損金等であり、評価性引当額

は1,639百万円です。繰延税金負債の発生の原因は、資産除去費用によるものです。 

 

２．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理 

当社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計

処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第 42 号 令和 3 年 8 月 12 日）に従って、

法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を

行っております。 
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関連当事者との取引に関する注記 

1.親会社及び法人主要株主等  

種類 
会社等の 

名称 

議決権の

所有 

(被所有)

割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(百万円) 
科目 

期末残高 

(百万円) 

親会社の 

親会社 

㈱バンダイナ

ムコホールデ

ィングス 

被所有 

間接 

100% 

経営管理 

グループ通算制度 

資金の貸付 

及び借入 

  

短期資金の 

貸付・借入 

 (注1) 

 

利息の受取 

(注1) 

 

利息の支払 

(注1) 

 

 
2,284 

(注2) 
 

 

6 

 

 
        0 

 

関係会社 

短期貸付金 
1,402 

 

連結納税個別

帰属税額の 

精算 

 

通算税効果額

の回収 

 
通算税効果額 

 

152 

 

 

90 

 

 

32 

未払金 

 

32 

 

親会社 

㈱バンダイナ

ムコエクスペ

リエンス 

被所有 

直接 

100% 

役員の兼任 

不動産賃借 

資金の借入 
 

業務委託 

固定資産の 

購入 
 

商品の購入 

 

長期資金の借入 

 

長期資金の 

返済 

 

利息の支払 

(注3) 

4,000 

 
1,000 

 
51 

 

1年内返済予定

の関係会社 

長期借入金 

3,000 

業務委託 

   (注 4) 8,321 

未払金 

 

991 

 固定資産の購入 

(注 5) 1,270 

商品の購入 

(注 5) 5,532 買掛金 480 

 

(注1) 当社は最終親会社である㈱バンダイナムコホールディングスとの間でＣＭＳを導入しており、当該会社への余剰資金集中額を

貸付、当該会社からの不足資金充当額を借入として表示しております。また、貸付金利・借入金利は市場金利を勘案して合理的

に決定しております。 

(注2) 貸付金・借入金の取引金額については、期中の平均残高を記載しております。 

(注3) 資金の借入について、借入金利は市場金利を勘案して合理的に決定しております。 

(注4) ㈱バンダイナムコエクスペリエンスとの業務委託料については、当該業務に係る総原価等を考慮し、同社との協議により決定 

しております。 

(注5) 取引価格その他の取引条件は、一般的な市場価格を勘案し、価格交渉を行ったうえで決定しております。 
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2.兄弟会社等  

種類 
会社等の 

名称 

議決権の

所有 

(被所有)

割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(百万円) 
科目 

期末残高 

(百万円) 

親会社の

子会社 
㈱バンダイ － 商品の購入 

カード等 

の購入 

(注) 

 

3,308 

 

買掛金 

 

258 

 

親会社の

子会社 

㈱BANDAI 

SPIRITS 
－ 商品の購入 

プライズ商品

等の購入 

(注) 

10,439 買掛金 1,186 

(注) 取引価格その他の取引条件は、一般的な市場価格を勘案し、価格交渉を行ったうえで決定しております。 

 

1株当たり情報に関する注記    
1株当たり純資産額    121,114円76銭 

1株当たり当期純利益   14,489円57銭 
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